
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 30 年 9 月 25 日(火) 午後 1 時 30 分から 

    文化センター第１多目的ホール 
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１ 会議の名称  平成 30 年度教育委員会 第７回会議（定例） 

 

２ 会議日時   平成 30 年 9 月 25 日(火) 

午後 1 時 30 分から午後 3 時 30 分まで 

 

３ 出欠確認 

（１）出席委員  黒木康英 迫元茂保 郷谷純一 

﨑村洋子 坂元由香 

（２）事務局   教育部長兼学校教育課長 

生涯学習課長 

学校教育課学校教育担当監 

学校教育課長補佐兼管理係長 

学校教育課管理係主査 

  

４ 場所   文化センター第１多目的ホール 

 

５ 傍聴者   3 名 

 

６ 開会 

【黒木教育長】 

「それでは、ただいまから平成 30 年度第 7 回日南市教育委員会定例会を始めさせ

ていただきます。」 

 

７ 出席者及び傍聴者確認 

 

【黒木教育長】 

 「出席者の確認をいたします。教育委員５名全員出席でございます。それでは事務

局の方出席者の確認をお願いします。」 

 

【倉元部長】 

 「事務局は全員出席です。」 

 

【黒木教育長】 

 「本日は傍聴、ありがとうございます。」 
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８ 活動報告 

（１）教育長活動報告 

【黒木教育長】 ※ 資料により、活動内容を報告   

それでは、８月２３日から本日までの教育長の活動で、主だったものを報告させていただき

ます。 

 

・まず、８月２４日開催された、第３７回小村寿太郎侯顕彰弁論大会について報告します。

１０名の高校生が国際連合や国際問題等について意見を述べました。その結果、「人権を擁

護・促進するために、私達は国連と共に何をすべきか」をテーマに発表した宮崎大宮高校の

橋本七帆さんが最優秀賞をとりました。優秀賞は宮崎南高校の肱岡由杏子さん、宮崎日英協

会長賞は、宮崎第一高校の馬場健さんが受賞しました。橋本七帆さんは１０月２２日に東京

で開催される本大会に出場します。そこで上位に入ると、ＮＹの国連に派遣されます。 

 

・８月２７日の今年度第１回総合教育会議では、子ども・子育て支援について、河田部長が

７月の大阪視察をパワーポイントを用い説明した後、本市における支援の在り方について

協議がなされました。また、平成３１年度予算に関わる意見交換がなされ、迫元委員からは、

市塾が児童生徒にとって主体的に学ぶ機会となっており、定着している。次世代育成事業は、

本市の教育の特徴的な事業として成果をあげている。という意見が出されました。 

 

・８月２９日、ふれあいコミュニケーションがテクノセンターで開催されました。今回は、

日南市ＰＴＡ協議会と、「子どもの命を守るために今見直したいこと」をテーマに、市ＰＴ

Ａ役員は、別府会長ほか１１名と事務局は、教育委員を含め１２名で会議に臨みました。協

議の中では、災害から子どもをどう守るか、悪質な声かけ事案、虐待等、近年の社会情勢か

ら親子が直面する様々な問題について意見が出されました。いつ、何処で発生するか想像も

つかない事態に、連携して取り組むべき大切さは互いに理解できていると感じました。 

 

・８月３０日、プロジェクト会議が開催されました。この会議は、教育委員会からは、私と

担当監そして、校長会と教頭会の代表が学校の課題等について協議するものです。はじめに、

校内のブロック塀等の調査への協力に感謝し、早速危険物については撤去改修を行ってい

ることを伝えました。また、日南建築業協会が危険物撤去にボランティアで協力していただ

くことを話し、着々と進めていることの説明をしました。校長会からは、小学校の運動会の

実施時期の変更を前提に協議すること、男女混合名簿については、市内全小中学校全学年で

来年度から導入することの方向性が説明されました。部活動については、９月１日から平日

に１日の休養日を設定することを取り組んでいることが報告されました。 

 

・９月５日、日南建築業協会のボランティア活動が大堂津小学校で、同日榎原小学校でも行

われました。また、この日から９月議会定例会が始まりました。 
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・９月１０～１２日、議会一般質問の勉強会があり、１４日から１８、１９日と一般質問が

行われました。詳細については、次回の教育委員会で説明したいと思います。 

 

・９月２０日と２１日は、学校訪問（油津中学校、北郷小中学校）し、意見交換をさせても

らいました。各学校の学力向上や生徒指導等、課題に対する取組は着実に成果を上げており、

先生方の取組に感謝を申し上げたところです。 

 

・９月２１日、この日、職員意識改革研修が開催されました。今回は河野宮崎県知事を講師

に招き宮崎県の今後を見据えた行政の在り方について話題性のある様々な角度から話を聞

くことができました。 

 

・９月２２～２５日、地区中学校秋季体育大会が開催され、軟式野球は南郷中、サッカー、

ソフトテニス男女、バレーボール女子、バスケットボール男子、剣道女子は吾田中が優勝し

ました。バスケットボール女子と剣道男子は飫肥中が卓球男女は日南学園中が優勝しまし

た。 

 

・そして本日です。午前中は、教育支援センターでアドバイザーと巡回相談員との情報交換

会をしました。複雑しかも深刻な問題が多い中で、児童生徒への対応に積極的に関わってい

ただいており、有り難く思いました。 

 以上で報告を終わります。 

 

９ 前回の議事録承認 

第６回の議事録について了承 
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１０ 議題について 

 

協議１ ふれあいコミュニケーションの結果と反省について  

 

（和田補佐） 

（黒木教育長） 

 

（崎村委員） 

 

（黒木教育長） 

 

（坂元委員） 

 

 

 

 

 

 

 

（迫元委員） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（郷谷委員） 

 

 

 

 

（黒木教育長） 

 

ふれあいコミュニケーションの結果と反省について説明。 

ふれあいコミュニケーションですが、参加されて何かご意見など 

はありませんか。 

率直な意見が聞けたかなというのと、地域性が出たかなと思いま

す。大規模校と小規模との差が聞けて良かったと思います。 

大規模校と小規模校とは、事情が違うというのが良く分かった会

でした。 

 あの後、ＰＴＡ協議会があって、皆さんすごく良かったと言って 

いて、これは毎年あることなのかなという話もされたくらいで、で

も、その年その年で起こる社会の問題や学校の抱える問題が違うの

で、こういうことが毎年は無理にしても、何かしらあるといいなと

思いました。 

 親としても、ほかの学校の事情を知らなかったから、そういうの

も聞けて良かったという話も出ていたので、いい刺激になったと思

います。 

ＰＴＡとのふれあいコミュニケーションは２回目ですが、毎年

色々な方とやるものですから、毎回同じ方と一緒というわけにはい

かないですが、１回目はなかなか意見が出ず、今回も心配していま

したが、意見がずっと活発に出て率直な意見が聞けたのではないか

なと思い内心ほっとしています。またこういう機会が持てるといい

なと思いました。 

要望・期待のところで、「少子化について意見交換会があるといい

と思います」とありますが、地区ごとに、学校の規模に応じて話し

合いが出来ていますが、いつかこういう話をする時期が来るのかな

と思いました。 

事前に意見交換会のテーマがありましたので、事前に勉強する時

間、まとめる時間があったので、大変良かったと思います。 

学校に対して、地区の方のボランティア活動をされている方が、

登下校の見守りされていると思いますが、その方が学校の先生方と

の意見交換会があるのかなと言われていました。 

県道と市道の通学路に草が生えていて、通学に邪魔になるという

話が出ていましたが、どこが県道でどこが市道かというのが保護者
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（倉元部長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

（黒木教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

には分かりません。それをボランティアでやるとしても、何か補助

があればやりやすいと思いますが、何も手続きしないで作業をして

もいいものですか。 

基本的には、国道・県道・市道は勝手に草刈りなどすることには、

問題があります。例えば、通行車両があってガラスを割ってしまっ

たりすると、過失の問題が出てきます。学校教育課に電話があった

場合には、道路管理者に連絡をして作業をしてもらうようにしてい

ますが、今年は夏休みが１週間短くなった関係で、通常は２学期の

始業時に合わせて草刈りをしてもらいますが、少し遅れてしまって

いたようです。来年こちらからも、またそういう時期でしたら始業

が少し早いということを各方面に連絡しないといけないと思ってお

ります。今、慌てて刈っておられます。 

  例えば、市道に木が倒れかかっていて、車がぶつかって傷が付い

たら、全部市が弁償しなければなりません。 

  草刈りも部長が説明されたように、ボランティアでやって事故が

あったりするといけませんので、きちんと整理をしてやっていかな

ければいけないと思います。 

  色々ないい意味で、いい情報交換が出来たと思います。 

  ほかに、ありませんか。よろしいですか。 

 

  

 

協議２ 学校健診データ 次世代活用事業について  

 

（原村補佐） 

（黒木教育長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  学校健診データ 次世代活用事業について説明。 

  どのような赤ちゃんがどのように就学期に移行していくか、研究

している。学校健診情報では、どのような子どもがどのように病気

になっていくか。どのような医療を受けるとどのような終末期にな

っていくのかというのを統計的に取っていって、子どもの小中学校

の時の生活の状態がどのようにその子に健康に害を及ぼすかという

ことをデータ化していくことで、一人一人に健康状態の情報を戻す

ことができる。 

  今までは、９年間健康診断をしてきても５年たったら処分されて

いました。この研究に協力をするとことで、一人一人の健康状態の

アドバイスができるというメリットがあります。これはあくまでも

保護者の同意を得てからになります。 
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（崎村委員） 

 

（原村補佐） 

 

（崎村委員） 

（原村補佐） 

 

 

 

 

（黒木教育長） 

 

  学校が同意を得た割合に応じて、データの提供をする、しないと

いうことがありますか。 

  拒否された時点で、その人のデータの提供はしません。同意され

た方のデータのみ提供します。 

  メリットをきちんと説明されたほうがいいと思います。 

  そこは、徹底していきたいと思います。この事業の目的等を文書 

等で分かりやすい形で情報提供をした上での受付を考えています。 

今まで取組んでいる自治体の状況を聞くと、拒否される方は１桁い 

るかいないかということですので、十分メリットを説明した上で受 

付をします。 

  これについては、よろしいですか。 

 

 

１１ その他 

（１）１０月行事予定について 

（２）研修 学力向上について 

    ① 日時 平成 30年 10月 30日（火)、午後 2時 15分から 

    ② 場所 日南市役所・別館２階会議室 

（３）第８回 教育委員会会議（定例） 

     ① 日時 平成 30年 10月 30日（火)、午後 3時から 

    ② 場所 日南市役所・別館２階会議室 

                        

１２ 閉会 


